
事故事例９（一般乗合）降車直後に転倒した降車客に気付かず発進し轢過

曜日・時間・天候 １０月２１日（木 ・１７時４０分・曇）
場 所 バス停留所
道路の状況 乾燥
運 転 者 年齢３７歳 運転歴２年１１月

乗務開始～事故発 ５４ ８ｋｍ.
生の乗務距離
損 害 重傷

事故概要
当該運転者は、６時５４分に運行管理者の点呼を受け６時５９分に出庫し、その後

所定のダイヤにより運行、途中、休憩及び事務所内勤務を経て１６時２７分中間点呼
を受け１７時４０分駅より３０名の乗客を乗せ当該停留場において旅客を降車させる
ため停車、降車ステップでバランスを崩しバスに手を掛けた高齢者の乗客に気づかず
中扉を閉めたことにより車外で転倒。運転者は車両左側と降車客の安全を確認せず発
進したため後輪で右足のつま先を轢過し負傷させたもの。

種 別・形 状 普通・リアーエンジン
乗 車 定 員 ７７名
当時の乗車人員 ３１名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策
運転者 運転者 運転者
旅客の降車時及び ・旅客が完全に降車 ・降車客の動向（歩行が不安
車両発進時の安全 したことを確認せ 定な子供や高齢者等）に十
不確認 ず降車扉を閉めた 分注意するとともに降車し

こと及び降車客と たことを確認し降車扉を閉
の間に安全な間隔 めること。
が空いたことを確 ・発進時の安全確認を確実に
認せず発進 行うこと。

・乗降客の動向不確
認 運行管理

運転者に対し、輸送の安全確
保について適切な指導監督の
実施
・乗車、降車時における旅客の動向

・発進時の安全確認

・ドアー開閉の操作


